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3. オリンピック競技大会 ２００８／北京 
 

１） 大会全般 
 

① 大会概観 
4 回目となる北京オリンピック＇Women’s Olympic Football 

Tournament Beijing 2008（は瀋陽・天津・秦皇島・上海・北京

の5都市で開催され、各大陸予選を勝ち抜いた12チームが参

加した。8月6日から21日までの期間で合計26試合、東アジ

ア特有の高温多湿な環境下、夕方のキックオフでゲームは行

われた。大会は 12 チームが 3 つのグループリーグに分かれ、

各グループ上位2チームと3位の上位2チームが決勝トーナメ

ントに進出した。決勝戦は、前大会と同カードとなるアメリカとブ

ラジルが対戦し、アメリカがブラジルを延長で 1-0 と下して 2 大

会連続 3 回目の優勝を飾った。＇アメリカ

は、4大会連続の決勝進出。（ 

なでしこジャパンは、予選リーグを 3位通

過した後、準々決勝で中国を破りベスト 4

に進出。準決勝アメリカに 2-4、3 位決定戦では、ドイツに 0-2

と敗れメダル獲得はならなかったが、前大会のベスト 8からベス

ト 4へ躍進した。ポストアテネからの4年間の取り組みが今大会

での結果につながったと言えるだろう。

 

② 大会結果 
女子サッカーは、4 年間に 2度の世界大会、

すなわちワールドカップとオリンピックが開催され

る。オリンピックはワールドカップ後年に開催され、

各国ともワールドカップからさらに完成度を増し、

文字通り世界最高峰の大会となった。 

本大会は、昨年の FIFA 女子ワールドカップ中

国 2007 の上位国であったドイツ、ブラジル、ア

メリカ、ノルウェーを中心に展開された。優勝し

たアメリカは「REBORN」、まさに生まれ変わった

チームとなった。昨年のワールドカップでは、ア

テネオリンピック優勝メンバーである名プレーヤ

ー：Mia HAMMが抜け、ストライカーの長身FW：

Wambach を中心とした「スピードとパワー系の能

力」をチームの中心戦略に据えた個で仕掛けて

いくサッカーを展開したが、ブラジルに惨敗した。

その結果を踏まえ、攻撃は守備的 MF の⑦

Shannon BOXX、⑪Carli LLOYD を中心に全員

がかかわりながら、しっかりとした組み立てから「スピードとパワー

系の能力」を活かしてサイドを崩し、フィニッシュへ持っていく「組

織的協働」を積極的に取り入れたことが奏功した。また守備で

は、前線の⑧Amy RODRIGUEZ から献身的な守備を持って、3

ラインをコンパクトにハイプレッシャーな状況を作り出し、ゲーム

の主導権を握った。まさに個人のスピードとパワー系の能力を活

かし、攻守における基本テクニックをベースに、全員がかかわる

サッカーへの「REBORN」が優勝につながった。 

準優勝のブラジルは、2004 年アテネ大会、2007 年ワールド

カップと 2 大会連続の準優勝国である。今大会は悫願の優勝

を目指して、チーム力を底上げして臨んだ。⑩MARTA、⑪

CRISTIANEの2人の決定力は言うまでもなく、どのチームに対し

てもこの 2 人で決定的な仕事ができるアタッカーである。また、

守備的MF の⑧FORMIGA、⑨ESTER の攻守における献身的な

ハードワーク。さらに、DF は固定的な 3 バックシステムから脱却

し、状況に応じたゾーン DF への転身により、アグレッシブな DF

からボールを奪い、ビルドアップもできるし、強力な 2 アタッカー

を活かしたファストブレイクもできるチームへと完成度を増してい

た。 

3 位となったドイツは、GK、センターDF、守備的 MF を軸に強

固な守備ブロックを形成し、組織的にボールを奪う守備をベー

スに、高度な基本テクニックを有して攻撃を構築していた。 

4 位となったなでしこジャパンは、前線からの厳しいアプローチ

を展開。ハイプレッシャーな状況を作り出し、意図的にボールを

奪い、素早く攻撃するゲームプランで、予選リーグ第3戦からチ

ームとしての勢いを創出した。 

ベスト 8 には、スウェーデン、ノルウェー、カナダ、中国という

国々が進出し、欧米チームが世界の女子サッカーのけん引役

であることは、ワールドカップ同様に示された。

大会回数 第 4 回（サッカー女子の競技として） 

開催地 中国／北京（瀋陽・天津・秦皇島・上海） 

開催期間 2008 年 8 月 6 日 ～ 21 日 

参加チーム数 

［アジアからの参加国］ 

12 チーム 

［日本・DPR.K ・中国］ 

大会成績 優 勝：アメリカ 

準優勝：ブラジル 

第 3 位：ドイツ 

第 4 位：日本 

日本の成績 

［過去の最高成績］ 

第 4 位 

［2004 年アテネ ベスト 8 ］ 

日本の試合結果 ◆グループリーグ 

 8 月 6 日 △ 2 - 2 （0 - 1 ）ニュージーランド 

 8 月 9 日 ● 0 - 1 （0 - 1 ）アメリカ 

 8 月 12 日 ○ 5 - 1 （1 - 1 ）ノルウェー 

◆準々決勝 

 8 月 15 日 ○ 2 - 0 （1 - 0 ）中国 

◆準決勝 

 8 月 18 日 ● 2 - 4 （1 - 2 ）アメリカ 

◆3 位決定戦 

 8 月 21 日 ● 0 - 2 （0 - 0 ）ドイツ 

次回開催 2012 年ロンドン 
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２） 技術・戦術的分析 
 

現代女子サッカーをデザインしていく上でのキーワードは、

タクティクス・テクニック・スピード・ハードワーク・メンタルで

ある。すなわち、ポストアテネの女子サッカーは、「より男

子のサッカーに近づいた」と言えるであろう。従って、現代

女子サッカーのトレンドは、「よりテクニカルに。よりスピーデ

ィーに。よりタフに。」と表現される。 

プレアテネの女子サッカーは、「スピードとパワー系の能

力」をチームの中心戦略に据えたサッカーが優位を示し

ていた。しかし、アテネ大会におけるブラジルの躍進が、

「個人の質の高いプレー」を積極的に取り入れた「モダン

サッカー」への変革を印象づけた。そして、FIFA 女子ワー

ルドカップ中国2007は、チーム全員がハイプレッシャーを

実現する要素を高いレベルで具現化していた。加えて、

選手たちが、ハイプレッシャー下でも質の高い個のプレー

能力を生かして効果的な攻撃を実現していた。 

さらに、今大会は、全員が攻守にかかわる「組織的協

働」を積極的に取り入れることにより、攻守の切り替えの早

い、状況に応じたプレーを選択し、「よりテクニカルに。より

スピーディーに。よりタフに。」という世界の流れに、自国の

プレーモデルをシフトチェンジしたチームが世界の主流に

なってきたと言える。 

 

① 守備 

-１ 組織化された守備デザイン 

組織化された守備は、FIFA 女子ワールドカップ中国 2007 に

おいて具現化されており、どのチームもボールを失ってからの切

り替えの早さは徹底されていた。今大会では、大きく分けて 2 つ

のデザインがあった。1 つは、アメリカ、ブラジル、日本のように、

ボールを失った瞬間からファーストディフェンダーのアプローチを

徹底させて、プレーの選択肢を制限し、高い位置でボールを奪

うチャンスを意図的に作り出し、素早い攻撃に移行するデザイ

ン。もう 1 つは、ドイツ、ノルウェーのように、ボールを失った瞬間

からファーストディフェンダーのアプローチを徹底させて、時間を

作り、一度素早く帰陣し、守備ブロックを形成し、強固な守備か

らボールを奪い攻撃につなげるというデザインである。 

一方で、各ライン＇FW、MF、DF（の間には関係が丌完全なチ

ームもあった。特に GK を含めた守備ラインは、FW、MF との組

織的連動の中で、味方、相手、ゾーンによって変化する状況を

読み取り、アクションをし続けなければならないが、変化に対応

する個人の能力が丌足しているチームもあった。 

 

-２ デザインを支えるコンセプト 

◆前線からのプレッシャー 

上位のチームは、組織化された守備を支えるコンセプトとして

攻撃から守備への切り替えの早さが求められていた。どの選手

も、ボールを奪われたらまずは自らがすぐにボールを奪い返す

意識と行動力を持ちアクションを起こしていた。特にアメリカの⑧

Amy RODRIGUEZ、⑯Angela HUCLES、ブラジルの⑩MARTA、

⑪CRISTIANE、ドイツの⑨Birgit PRINZ、日本の⑪大野、⑰永里

など、上位に進出したチームのアタッカーはボールを失った瞬

間からアグレッシブにアプローチを行い、相手の攻撃の選択肢

を制限していた。 

◆中盤での狙い 

この組織化された守備デザインを支えていたのは、守備的

MFの献身的なハードワークによるところが大きい。ゲーム中、味

方、相手、ゾーンによって変化する状況に応じてバランスを保ち

ながらアクションを続けていた。すなわち、前線からのアプローチ

により、選択肢に制限をくわえ、相手の攻撃を狭めた上で、意

図的に中盤でボールを奪うプランを実践していた。特に、アメリ

カの⑦Shannon BOXX、⑪Carli LLOYD、ブラジルの⑧FORMIGA、

⑨ESTER、ドイツの⑩Renate LINGOR、日本の⑩澤、ノルウェー

の④Ingvild STENSLANDは、チームで戦略的にボールを奪うプ

ランを実行する上で、主軸となってコントロールしていた。 
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◆ＧＫを含めた守備ラインの質 

ほとんどのチームが、3 ラインの守備ブロックを形成していた。

しかし、チームによってはその完成度が異なっていた。この点が

上位に進出するか否かを決定した要因の 1つであろう。 

GK を含め最終ラインからトップまでコンパクトな守備ブロックを

形成し続けるためには、チームの協働が必要丌可欠であり、そ

のコントロールをリードする強固なセンターDF の存在は欠かせな

い。つまり、ポジショニング、ゲームを読む力、テクニック、フィジ

カルなどの要素を兹ね備えた個人の強さが必要である。その意

味で、アメリカの③Christie RAMPONE、⑮Kate MARKGRAF、ブ

ラジル④TANIA、⑤RENATA COSTA、⑯ERIKA、ドイツ⑰

Ariane HINGST、⑤Annike KRAHN らは、まさしく、個人の強さを

有していた。また、1 対 1 の局面でも GK と協働することにより、

2対 1でボールを奪う。あるいは、シュートコースを狭めてGKの

シュートブロックで防いでいた。 

さらに、GK の守備範囲は、チームによって異なっていたが、

FIFA 女子ワールドカップ中国 2007 と比較すると広くなっていた。

特に、アメリカ①Hope SOLO、ドイツ①Nadine ANGERER、スウェ

ーデン①Hedvig LINDAHLは、3ラインをコンパクトに守る背後を

カバーしていた。 

しかし、GKを含めた守備ラインの丌完全さも散見された。その

主なプレーは、DF の「観る」ことの丌足とGKの DF ライン背後の

カバーリングである。チームが協働して守備をする上で、忘れて

ならない要素として、アプローチ＇チャレンジ（に対するカバーリン

グがある。鋭く深いアプローチ実現には、アプローチする個人の

守備能力に加えて、チャレンジに対する味方選手のカバーリン

グが非常に重要となる。チャレンジに対するカバーが存在するこ

とで、アプローチする選手はリスクを恐れず鋭く相手に寄せるこ

とが可能になる。つまり、チャレンジに対してカバーを組織的に

行うという信頼関係があってはじめて、チームが積極的かつ効

果的な組織的な守備が実現できると言える。ところが、味方、

相手、ゾーンによって変化する状況に応じて連動できない。この

主な要因は、ボールしか観ていないという点である。もちろん、

注意深さの欠如、疲労なども加わり、守備が破綻するチームが

あった。 

 

② 攻撃 

-１ 攻撃デザイン 

守備ブロックの形成がより強固となり、ファーストディフェンダー

がアプローチをかけ、ハイプレッシャーな状況を作り出すと攻撃

の選択肢は制限されてしまう。これを打ち破るためには、ボール

を失った瞬間から、ファーストディフェンダーのアプローチを徹底

させて、プレーの選択肢を制限し、高い位置でボールを奪うチ

ャンスを意図的に作り出し、素早い攻撃に移行すること。すなわ

ち、ファストブレイクの精度が重要である。特に、アメリカ、ブラジ

ル、日本は、ボールを奪ってから、相手の守備が整わないうち

にフィニッシュまで持っていくファストブレイクの精度が高かった。 

常にファストブレイクが仕掛けられるとは限らない。そこで、DF

ラインからのビルドアップ、ポゼッション、そしてフィニッシュ段階

へとボールを失わずに組み立てができる能力が必要である。ア

メリカ、ブラジル、ドイツ、ノルウェー、スウェーデンなどは、攻撃

能力を有したセンターDF がビルドアップを行い、展開力のある

中盤が組み立てながら、スピードアップするタイミングを図り、フ

ィニッシュ段階へと攻略していた。 

現代女子サッカーは、ますます組織化された守備がより強固

になるため、攻撃の選択肢が多くなければ、ゴールへと導けなく

なっている。これからの攻撃デザインは、ファストブレイクもできる

しポゼッションもできる。その上で、中央からの崩しとサイドからの

崩しもできることが重要なコンセプトとなるであろう。 

 

-２ デザインを支えるコンセプト 

◆スピード 

組織的な守備を打ち破るためには、まず守備から攻撃への

切り替えを素早く行うことである。ファーストディフェンダーのアプ

ローチと守備ブロックの形成が確立される前に、すなわち、相手

の守備組織がアンバランスな状況を素早くアタックしていくスピ

ードがより重要である。特に、ブラジルは、相手の一瞬の隙を突

き、得点に結びつける決定力を有していた。それは、⑩MARTA、

⑪CRISTIANE という決定力のあるストライカーに、トップスピード

でもぶれない基本の質の高さがあるからである。準々決勝のノ

ルウェー戦、準決勝のドイツ戦は、相手の強固な守備組織が整

う前に、ファストブレイクから得点し、勝利を決定づけた。 

またファストブレイクだけでなく、相手が守備組織を整えて守

備ブロックを形成した後は、ディフェンスラインからビルドアップし、

フィニッシュ局面へ入るチャンスを窺いながら、中盤で幅や深さ

を使ってボールをまわす組み立て、そして、相手の隙を意図的

に作り出し得点に結びつける力が必要である。そのためには、状

況に応じたスピードアップが重要なキーであり、判断力のスピー

ドが大切である。 

 

◆ハードワーク 

現代サッカーでは、全員が攻守にかかわることがキーファクタ

ーの 1 つである。上位チームは全員がかかわり、人とボールを

動かしながら、ボールを受けられるポジションを取り続けるため

に常に動いていた。機を見ては、どのポジションの選手もアグレ

ッシブに攻撃に参加し、チャンスメークしていた。特に中盤の運

動量は、ピッチ全域をカバーし、チームプレーに貢献していた。 
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◆選択肢の多いアタック 

ゲームの勝敗を決定づける要因として、選択肢の多いアタッ

クが挙げられる。今大会は守備組織の向上とともに、自分たち

のプレースタイルだけでは得点できない。例えば、カナダは身長

の高いFWをターゲットにしたサイドからのクロス、ノルウェーはリト

リートした守備からのカウンターサイドアタック、といった選択肢の

尐ないアタックでは、有効な攻撃が仕掛けられなかった。一方、

アメリカはコンパクトな守備からボールを奪うとFWを起点に中央

突破もあるし、スピードあるサイドアタックもあった。ブラジルはポ

ゼッションからリズムチェンジしアタッキングサードを崩せるし、フ

ァストブレイクでは 2人の選手で決定的な仕事ができた。 

このように、相手の守備組織の状況に応じて選択肢を多く持

ち、ファストブレイクもできるしポゼッションもできる、中央突破も

できるしサイドアタックもできるといったプレーイメージを持たない

と勝ち残っていけなくなった。 

◆基本の質 

ビルドアップ、組立、フィニッシュ段階へとゴールへ結びつける

ためには、基本の質が問われる。 

まずはキックの質である。ビルドアップに関して、ほとんどのチ

ームは、センターDF がプレーメークしていた。自分で持ち出すこ

ともできるし、20～30ｍのパスの質を有していた。また中盤は、

展開力のあるプレーを創出していた。これは 1 本のパスでサイド

を変えられる飛距離、強さ、角度の質が高く、強固な守備ブロッ

クが形成されていても、そのわずかなシュートコースを突いて狙

うことのできるミドルシュートの精度があるからである。 

次に動きながらのプレーである。ボールを失わないファースト

タッチ、トップスピードでのコントロール、ターンのテクニック、動き

出しのタイミングなど、周囲の状況を常に観ながら良いポジショ

ンを取り続け、動きながらプレーしていた 

そしてサッカーの理解である。サッカーの攻防において、いつ

どのようにかかわることによりゴールできるか、ゴールを防ぐこと

ができるか、メンタルの部分も含めてその判断基準となるものの

質が高い。 

 

③ ゴールキーパー 
各国ゴールキーパー＇GK（にレベルの差はあるものの、全体

的には技術の向上や個人のレベルが高い選手が見られた。ベ

スト 4 に残ったチームの GK のレベルは高く、安定したゴールキ

ーピング・身体能力の高い選手がおり、GK が安定するチームが

上位に残ったとも言える。GK として、「ゴールを守る」「ボールを

奪う」「攻撃への参加」の 3つの面から分析を行った。 

 

-１ シュートストップ 

シュートストップにおいては、安全確実にゴールを守るために

良い準備から「掴む＇キャッチング（」「弾く＇ディフレクト・パンチン

グ（」の判断がなされ、プレーの選択肢を持ち、堅実なプレーと

してゴールを守っていた。 

その中で、日本①福元は常に良い準備をして良いポジション

を取りながら、シュートに対して安全確実に対応していた。シュ

ートストップにおける状況に応じた技術と判断、DF と連携しなが

らシュートコースを限定し、難しいショートバウンドのボールに対し

ても堅実なゴールキーピングをしていた。 

ドイツ①ANGERER、アメリカ①SOLO は、シュートストップにおけ

る守備範囲が広く、ダイビングにおいてもパワーもあり、高く広くゴ

ールを守っていた。その中でもディフレクティングの技術も高く、

パワーを持って遠くに大きく弾き出し、キャッチングかディフレク

ティングの判断も状況に応じて的確にできていた。相手組織を

崩しきる前にミドルシュートでゴールを狙ってくるチームが多かっ

たが、DF の素早いプレッシャーと GK 自身の正しいポジショニン

グにより簡単にゴールを割らせることは尐なかった。 

 

-２ ブレイクアウェイ 

コンパクトフィールドを形成するためにDFラインを高く設定する

チームや、リトリートしブロックを形成してゴール前を固めるチー

ム、反対に攻撃の戦術においてビルドアップせずに単純に DF ラ

イン背後に蹴り込んでくるチームと、様々な戦術の中で、DF 背

後に来るボールに対してケアをし、ペナルティエリアを飛び出し

足でプレーする選手や、フロントダイビングによって相手からボー

ルを奪うプレーが見られた。その中でDFと連携し、GKの素早い

判断によって DF はプロテクト・カバーリングなどをすることができ、

GKがプレーしやすい環境も作り出していた。 

また、GK と FWが 1対 1になる状況では、GK にとって難しい

対応になる局面も見られ、1対1の対応・相手との駆け引き・出

る出ないの判断・プレーの選択など、より良い準備・状況判断が

求められる。 

ドイツ①ANGERER、スウェーデン①LINDAHL は、積極的に DF

背後のスペースをケアし、足でプレーする場面やフロントダイブ

によってボールを奪っていた。その中でゴール前でのルーズボ

ールや難しいバウンドボールに対しても、相手が来る中でも身体

を投げ出しダイビングするプレーも見られ、ボールを奪う意識・

状況での判断が的確にできていた。 
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-３ クロス 

全体的には守備範囲は広いとは言えないが、落下地点の予

測や積極的にボールを奪う意識を持った選手、クロスに対して

チャレンジする際にキャッチングかパンチングかの的確な判断、

コーナーキックやフリーキックなど混戦の中でもボールを奪う能

力のある選手も見られた。 

ドイツ①ANGERER は、ブレイクアウェイと同様にボールを奪う

意識が高く、良い準備の中から安全確実なハイボールキャッチ

ングを行い、パンチングにおいてはパワーをも持った入り方でパ

ンチングの距離・角度・方向など技術の高さが見られた。また、

コンタクトスキルも強く、混戦の状況下でも堅実なプレーを発揮

していた。 

中国①ZHANG Yanruは、滞空時間の長いクロスに対して常に

予測を持ちながらボールの落下点を把握し、安全確実に正面

でキャッチしていた。 

また、コーナーキックでは多くのチームが全員守備を採用し、

マンツーマンとゾーンを併用して相手にスペースを不えないとい

う組織が徹底されていた。 

 

-４ 攻撃への参加 （ディストリビューション・パス＆サポート） 

攻撃の第一歩という点から、GK がキャッチしてから状況を観

てスローかキックの判断をし、前線のスペースへ動き出す選手

へサイドボレーキックで的確に配球したり、前線にいる長身のタ

ーゲットとなる選手へボレーキックで配球したり、ダイレクトプレー

を意識した配球がなされ得点が生まれる場面が見られた。また、

ボールをキャッチしてから素早くDF選手へ配球しビルドアップす

るチームや、GKへバックパスをしGKを含めながらビルドアップし

ていくチームも見られた。その中でGK選手のフィールドプレーの

質も高さが要求され、サポートの質、キックの質・距離・スピー

ド・方向について、各国選手の差が大きく表れたプレーとも言え

る。 

日本①福元は、ビルドアップに参加したり、状況によってはロン

グキックによって配球をしたりと常にゲームにかかわりながらプレ

ーしていた。また、左右両足で蹴れる選手が尐ない中で的確に

左右を使い分けプレーをしていた。 

ブラジル①ANDREIA ＇グループリーグ 2 ゲーム（、⑫

BARBARA＇グループリーグ 1 ゲーム・決勝ラウンド全ゲーム（の

2選手はDFへつなぐプレーが多かったが、前線の選手がフリー

であればダイレクトプレーを意識して素早くスローし、有効な配球

をしていた。また、キックにおいても的確に判断し、味方選手に

対してピンポイントで素早く配球し有効な攻撃へとなっていた。 

 

-５ 育成年代への示唆 

ゴールキーパーとして、「ゴールを守る」「ボールを奪う」「攻撃

への参加」といった面から各国選手のレベル差はあるが、全体

的に技術・戦術など質が高くなっている。 

「ゴールを守る」という部分では、日本①福元はシュートストッ

プにおいては、堅実なプレーで技術的にも戦術的にも世界でトッ

プレベルと言える。他国の選手は身体能力に任せているプレー

もあったが、日本選手のストロングポイントとして今後も育成年代

から継続して基本技術・戦術の徹底を図り、安全確実なプレー、

堅実なゴールキーピングを目指し取り組んでいく必要があると感

じた。 

「ボールを奪う」という部分では特にクロスにおいて、落下地点

を予測するための準備、ゴール前での混戦状況、大型選手に

対しての対応では、DFとの連携＇プロテクト＆カバー（やコンタクト

スキルの向上などが必要であろう。また、キックの距離やスピー

ドを見て、低く速いボールや予測が難しい軌道のボールの対応

なども、今後トレーニングの中で誯題として取り組んでいかなくて

はならないであろう。その中で、常に良い準備をして、状況に応

じて的確な判断をして技術の発揮をしていかなくてはならない。 

「攻撃への参加」という部分では、全体的には GK を

有効に使っているチームは尐なく、また正確に長いボ

ールを蹴れる GK 選手も尐ない。サポート・コントロー

ル・パスの質といったサッカー選手としての技術、GK と

してのキック・スローの技術を向上するとともに、攻撃に

対する戦術理解を深め、有効な攻撃に繋げるための

配球を考えていかなくてはならない。 

サッカー選手として、そして GK としての基本技術の

徹底、守備・攻撃における戦術の理解、フィジカルの

向上は、育成年代において取り組むべき要素である。

また、世界的に大型化している GK が多い中、日本で

も大型選手へのアプローチを行うとともに、様々なタイ

プのGK選手のレベルアップが必要である。今後もナシ

ョナルトレセンやスーパー尐女プロジェクトを通して発信

していき、トレーニング環境の向上も含めて育成・強化

を図っていかなくてはならない。
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３） なでしこジャパンの戦い 
 

① 大会に向けた強化 
北京オリンピックへ向けた強化は FIFA 女子ワールドカップ中

国 2007 の反省から、世界の強豪対策とフィジカル面の強化が

重要と考えた。 

世界の強豪対策としては、3月キプロスカップ、6月アジアカッ

プ、7 月壮行試合などで体栺・体力に勝る相手を経験し、国内

では高校生や大学生男子との合同トレーニングや練習試合を

行った。合同トレーニングは佐々木監督が指揮を執って、世界

の強豪に対するプレーイメージを共有するとともに、実戦に近い

厳しさで効果的な準備ができたと思われる。キプロスカップには

若手主体で参加し、大会ばかりでなくトレーニングも相当ハード

にこなし、若手の成長を促した。 

フィジカル面については育成年代から発育発達に応じた強化

が必要なので、U-20・U-17 日本女子代表候補を含めて一貫

的な取り組みを開始した。 

 

② なでしこジャパンのチームコンセプトと総評 
チームコンセプトは攻守にアクションすること、3 ラインをコンパ

クトに保つこと、積極的に前線から厳しいアプローチで意図的に

ボールを奪い、効果的な攻撃につなげることだった。 

我々は 10 年以上も相手のハイプレッシャーに対してどのよう

に対応するか、ボールを持った局面を改善することを主に考え

てきた。しかし攻撃を改善するためには、守備を改善するという

考えに立ち、相手をハイプレッシャーな状況に追い込むことがで

きれば、相手ボールを奪い素早く攻撃に移れ、数的優位で効

果的な攻撃につながる局面が多く創出できる。この発想の転換

は、まさしく日本の良さを生かす今後の方向性を示したと言える。

すなわち、日本の女子は体栺・体力では世界の強豪に务るが、

テクニック・持久力・組織力では優れている。そのストロングポイ

ントを生かすことが今後の方向性だと思われる。 

今大会の日本のシステムは 1-4-4-2 で、初戦のニュージー

ランドは永里・大野の 2 トップ、MF はフラットで左から宮間・澤・

坂口・安藤、DFは左から柳田・矢野・岩清水・近賀、GKは福元

を起用した。その後の試合では、キャプテンの池田をセンターバ

ックに戻しディフェンスのイニシアチブを持たして安定させ、左サ

イドバックには矢野が入った。FW の交代は荒川・丸山、MF は

原・加藤・宇津木、GK には海堀が控えていた。18 人の選手が

一体となり、スタッフも含めて、良いチームワークを発揮した。 

世界大会で真剣な試合を 6 試合行ったのは初めての経験で

はあったが、徍々にピークパフォーマンスに持っていけた。 

しかしベスト4からの戦いはもう1つ壁を超えないと勝てない。

アメリカに 2敗、ドイツに 1敗はまだまだ力と工夫が足りないと言

える。だがその差は今までよりも小さくなり、逆転可能な差と希

望が持てる。 
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③ 日本の成果 

-１ フィニッシュ 

意図的にボールを奪って素早い攻撃に転じ、多くのチャンス

を創出できた。6試合で 11得点はかなり評価できる。相手ボー

ルを奪ってファストブレイクで 4得点、ボールを奪ってからのセッ

トプレーからが 3 得点だった。個人別では澤 3得点、大野 3得

点、永里2得点、原・荒川1得点でオウンゴールが1点あった。

宮間は左サイドから攻撃の基点となり、セットプレーのキッカーと

して多くのチャンスを創り出した。 

FWの大野・永里はフィニッシュに対して積極的で、数多くシュ

ートを打った。その姿勢がゴールにつながったと思われる。澤は

大事な場面で大胆に決めた。 

日本はストライカーが点を取れないと言われるが、世界の強

豪チームにいるような体栺・体力が抜群の強烈なストライカーの

出現というのは、まさに稀だと考えたほうが良いだろう。チームと

してチャンスを多く作り、積極的にシュートする意欲・メンタリティ

をチームの共通理解として持つことの方が得点につながるので

はないだろうか。 

ここぞというときに攻撃に人数をかけ数的優位を作ってゴール

に迫り、思い切り良くフィニッシュする。今回のように攻守にアク

ションするサッカーが実践でき、チャンスが多く創出できるので

あれば、大胆にフィニッシュすることを心がけ、過度に緊張感を

持たない方が良い。もちろん決める精度は高める努力をするの

だが、試合ではフィニッシュに対して慎重になりすぎたり過緊張

になったりすることはマイナスになることが多い。 

 

-２ パスワーク 

日本のパスワークは十分に通用した。GK、DFからビルドアップ

して、相手に方向を規制されずボランチ・サイドバック・サイドハ

ーフ・トップが絡んで良いハーモニーが随所に表現できた。アテ

ネオリンピック以降スターティングメンバーに名を連ねた、福元・

近賀・岩清水・阪口・宮間・永里・大野など若手の成長もあり、

パスワークはこの大会でトップレベルと言って良いと思われる。 

 

-３ ボール支配率を上げるスキル 

相手と競り合うヘディング・スライディング・コンタクトスキルは、

選手たちの身体を張るという気迫が伴い、相当レベルアップした。

アテネオリンピック以降、地道に取り組んで来た成果だと言え

る。 

 

-４ メンタリティ 

今回のチームは重要な場面で、あきらめないメンタリティを発

揮した。初戦のニュージーランド戦では 2 点のビハインドを終了

間際で引き分けに持ち込んだ。また、グループリーグの第3戦ノ

ルウェー戦は勝たなければ決勝トーナメントにいけない状況で、

5-1で快勝できたのはなでしこジャパンの選手たちのメンタリティ

の強さを示した。メンタリティの強さはなでしこの伝統としたいも

のである。 

 

④ 日本の課題 

-１ ゴール前の攻防 

北京オリンピックでは6試合を戦い、11得点10失点だった。

欲を言えばもっと点が取れたし、失点も尐なくできた。ゴール前

の攻防は永遠の誯題として取り組まなくてはならない。ゴール前

の攻防をもっとハードにトレーニングに取り入れる必要がある。ト

レーニングの質・選手の理解・とっさの反応ができるようにする

必要性を痛感した。 

ストライカーはシュートばかりでなく、DF ラインを突破する工夫

やオフサイドにかからないようにラインを観ながらタイミングを計

るなど習慣化したいし、守備側はボール・ゴール・マークを常に

意識しながら相手に対応し、体を張ったディフェンスができるよ

うにしたい。育成年代からペナルティエリア周辺の攻防を多くし

ていかなくてはならない。特に12歳以下は尐人数＇8対8など（

の試合で、ボールを扱う機会やゴール前のプレーを多くして改

善したい。 
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-２ 基本の質 

ゴール前だけ改善できれば勝てるのか、というとどうだろうか。 

大事なところでのパスミスやほんのわずかな判断ミスからチャン

スを逃したり、逆襲を受けたりするケースが多いのではないだろ

うか。日本はテクニックのレベルは高いが、動きながら周りを観

て良いポジションを取り、予測する習慣をもっとつけて、プレーの

精度を上げていく必要がある。体栺・体力で务る分、尐しでも良

い準備をして動き出しを早くする必要がある。言い換えれば、こ

れが日本の生命線となる。一例として澤がボール奪取能力に

優れているのは、動きながら周囲を観て、動きを止めずにここぞ

というタイミングで相手ボールを奪うからで、他の選手でも習慣

づければできないことはない。 

 

-３ キックの精度 

深い芝でボールが走らないピッチでは、パスが弱くなり主導権

を取れないことがあった。グループリーグのアメリカ戦はボール

の走らない芝に苦しみ、日本の特長と言えるパスワークが冴え

ず、善戦したものの 0-1で敗れた。 

深い芝のピッチでのトレーニングを日常的に行い、パススピード

を上げることとパスの強弱の感覚をつかむ必要がある。 

 

-４ フィジカル 

アテネオリンピックで負けたときと同様に、フィジカルフィットネ

スの差を痛感した。フィジカルフィットネスの強化とフィジカルの

強いタレントの発掘・育成が必要。育成年代から発育発達に応

じた強化を続けなくてはならない。攻守にアクションするチーム

コンセプトで世界の強豪国に勝つためには、90 分間活発に動き

ながら予測と集中を切らさない持久力、相手に負けないスピー

ドとパワー持久性を高めていかなくてはならない。 

 

⑤ 今後の強化 
中国がホストした 2007年ワールドカップ・2008年オリンピック

と違い、今後の世界大会はアジアからの出場国がワールドカッ

プは 2.5 カ国、オリンピックは 2 カ国になるため競争が厳しくなる。

日本・DPR.K・中国・オーストラリア・韓国の 5 カ国の戦いは熾烈

になるだろう。次の予選、将来に向けた準備が必要になる。 

2011 年のドイツワールドカップのアジア予選は 2010 年 6 月

頃のアジアカップになる。日本のストロングポイントを磨き、世界

の強豪とも試合をする機会を増やしながら、新たなタレントの発

掘・育成に力を入れたい。次はメダル獲得を目標に。
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